
コウノトリを「市の鳥」に指定することに対する 

パブリック・コメント（意見募集）の結果及び 

意見・提案に対する市の考え方について 

 

・公表した資料  「市の鳥」の指定に係る案 

・意見募集期間  令和８年１月１５日～令和８年２月１６日 

・資料等公表場所 市役所政策企画部地域振興課、雲南市ホームページ 

・意見提出人数  １人 

・意見提出件数  ８件 

・お寄せいただいたご意見・ご提案と市の考え方 

№ 提出されたご意見・ご提案 ご意見・ご提案に対する市の考え方 

１ 本件「コウノトリを市の鳥に指定する」案について、基

本的に賛同します。コウノトリは、単なる象徴や観光資源

に留まらず、私たちの暮らしの基盤である水・土・生態系

の健全さを映し出す存在であり、地域の誇りと責任を同

時に想起させるシンボルになり得ます。市として“共生”

を掲げ、継続的な営巣が見込まれる段階に至っているこ

とを踏まえると、市の鳥の指定は、これまでの取組を市民

全体の共有財産として位置づけ直し、次の 10年へつなぐ

節目として意義があると考えます。 

ご意見、ご賛同いただきありがと

うございます。 

２  指定が「名称の決定」に終わると、かえって理念が形骸

化し、市民の実感や参画を得にくくなる懸念もあります。

そこで、指定を契機に、象徴性と実効性が両立するよう、

次の観点を重視して進めていただきたいです。 

第一に、共生の意味を行動に落ちる形で示すことです。

例えば、（a）営巣地・採餌環境の保全に関する基本方針、

（b）農地・水路・里地里山の維持管理の方向性、（c）人

の利用（観察・撮影・イベント等）との距離感やルール、

（d）生物多様性全体への波及（他種への配慮）といった

点を、平易な言葉で整理し、市民が「何を大事にし、何を

控えるのか」を理解できる状態にしてほしいです。象徴が

生活の現場と結びつくほど、市民の納得感と持続性は高

まります。 

第二に、評価の視点（見える化）です。ブランド価値向

上という目的がある以上、短期的な話題性ではなく、環

境・教育・地域経済・市民参画など複数の軸で、無理のな

い指標や点検の仕組みを持つことが重要です。たとえば、

環境面では生息環境の維持状況、教育面では学習機会の

充実度、地域経済面では過度な商業化を避けつつ地域に

還元される仕組み、市民参画では保全活動や学習・ルール

形成への参加の広がりなど、定性的でも構いませんので

「振り返りができる枠組み」を設けてください。継続的に

点検し、必要なら軌道修正できることが、真の“共生”に

つながると思います。 

第三に、関係者の負担と合意形成への配慮です。環境保

全は、行政だけで完結しません。日々の営み（農業、地域

の管理、生活動線）の中に、無理なく組み込まれる設計が

欠かせません。特に、現場で調整や作業を担う方々の負担

雲南市においては、平成３１年３

月に「“幸せを運ぶコウノトリ”と共

生するまちづくりビジョン」を、令和

２年３月に「“幸せを運ぶコウノト

リ”と共生するまちづくりアクショ

ンプラン」を策定し、コウノトリが継

続的に営巣できる豊かな自然環境づ

くりに取り組み、コウノトリによっ

てもたらされる恵みを活用して、市

のブランド価値の向上を図るための

取り組みを行っています。 

今回の市の鳥指定についても、コ

ウノトリを市の象徴・シンボルとし

てさらに明確に位置付けることで、

市民の愛着と誇りを醸成するととも

に、市のブランド価値の向上につな

げるといったビジョン推進の一環に

位置づけられるものです。 

ビジョン等に基づく取り組みを推

進していくには、市民の皆様のご理

解とご協力なくしては前進しないと

考えており、ご指摘のあった「①コウ

ノトリと共生することの意味やその

必要性をわかりやすく伝えること」、

「②共生に向けた取り組みを評価の

うえ、必要に応じて軌道修正等を行

うこと」、「③市民と対話しつつ合意

形成を図ること」にさらに留意しつ



が偏らないよう、役割分担・支援のあり方・情報共有の仕

組みを丁寧に整えてください。市民にとっては「守りたい

気持ち」があっても、具体の負担やルールが不透明だと協

力が続きません。最初から完璧でなくても、対話と改善を

前提にした運用を望みます。以上より、市の鳥指定そのも

のには賛同しつつ、指定を“節目”として、理念（幸せを

運ぶ、共生、自然環境、地域の価値）を、生活と政策の両

面で具体化し、点検しながら育てていく進め方を要望し

ます。コウノトリが象徴であると同時に、雲南の自然と暮

らしの質を高める「共通目標」として機能することを期待

します。 

つ、市の鳥指定が形だけのものとな

らないよう今後の取り組みを進めて

く考えです。 

３  本計画（本制度）について、社会環境の変化や多様な市

民ニーズに対応しようとする姿勢は評価でき、今後の地

域づくりにおいて一定の方向性を示すものと考えます。

一方で、全体として理念的な記述が多く、具体的な実施段

階における運用方法や評価指標、進行管理のあり方がや

や見えにくい印象を受けました。市民にとって分かりや

すく、継続的に参加できる仕組みとするためにも、施策の

優先順位や数値目標、検証プロセスの明確化を期待しま

す。 

また、地域の実情は一様ではなく、年齢層や生活背景、身

体状況、情報アクセス環境などにより受け止め方や必要

とする支援は大きく異なります。そのため、特定の対象だ

けでなく、幅広い立場の人々が取り残されないような視

点を取り入れることが重要だと考えます。特に、制度を利

用する側の負担感や心理的ハードルについても丁寧に配

慮し、柔軟な運用が可能となるよう検討していただきた

いと思います。 

さらに、今後の持続可能性を高めるためには、行政単独

での取組だけでなく、地域住民、民間事業者、関係団体な

どとの協働が不可欠です。情報発信の方法や相談体制の

充実、ICT の活用などを通じて、より多くの市民が主体的

に関われる仕組みづくりが求められます。その際には、単

に新しい手段を導入するだけでなく、利用しやすさやア

クセシビリティの観点から段階的な支援策を併せて検討

することが望ましいと感じます。 

加えて、計画策定後も社会情勢の変化に応じて内容を

見直していく柔軟性が重要です。定期的な検証や市民か

らの意見収集を継続し、現場の声を反映しながら改善を

積み重ねていくことで、より実効性の高い取組へと発展

していくものと期待します。市民が安心して関わること

のできる環境を整え、長期的な視点で地域の価値を高め

ていく施策となるよう、今後の具体化と丁寧な説明をお

願いしたいと思います。 

本案につきまして、自然環境の保全と地域の魅力発信

を両立させる取り組みとして、全体的に大きな意義があ

るものと感じ、基本的な方向性に賛同いたします。コウノ

トリが長年にわたり地域で営巣し、豊かな里地里山環境

の象徴となっている点を踏まえ、市のシンボルとして位

貴重なご意見として参考にさせて

いただき、今後の個別の取り組みを

進めて参ります。 



置付ける考え方は、市民の環境意識の醸成や郷土への誇

りを高める契機になると期待されます。特に、自然との共

生をまちづくりの理念として掲げ、保護と活用を両立さ

せていく視点は、今後の持続可能な地域づくりにおいて

重要であり、多くの世代に共感を広げる可能性を感じま

した。 

また、コウノトリを通じて地域ブランド価値の向上や

観光・教育分野への波及効果が見込まれる点も、将来に向

けた前向きな取り組みであると考えます。単なる象徴の

制定にとどまらず、市民・事業者・行政が一体となって自

然環境を守り育てる機運が生まれることを期待していま

す。自然の恵みを大切にしながら、地域の歴史や文化とも

調和した施策として、丁寧に進められることを望みます。 

以上の理由から、本指定案は地域の価値を再認識し、持

続可能なまちづくりを推進する契機となるものであり、

基本的な考え方に賛同いたします。今後も、市民の理解と

参加を大切にしながら、自然と共生するまちづくりが着

実に発展していくことを期待いたします。 

４ ① 指定の目的・必要性 

市の鳥として指定することで、どのような具体的効果

が期待されるのか明確化が必要ではないか。 

シンボル化が自然環境保全や地域活性化にどの程度寄

与するのか、目標や指標を示す必要がある。 

 市としては、市の鳥として指定す

ることで、コウノトリと共生するま

ちづくりに対する市民理解をより促

進したいと考えています。 

 具体的には、コウノトリをより身

近に感じ、コウノトリが継続的に営

巣できる豊かな自然環境を守り、継

承していくために行動する市民を一

人でも多く増やしていくことが指定

の意義であり、目的であります。 

 市の鳥指定による効果は、ビジョ

ンやアクションプランに基づく取り

組みをどれだけ進めることができる

かが重要となりますので、その取り

組みの進捗を表す指標などを今後明

確化していく考えです。 

５ ② 市民へのメリット・地域への波及効果 

観光振興やブランド価値向上など、市民生活への具体

的な利益を分かりやすく説明してほしい。 

学校教育や環境学習などへの活用可能性も検討すべき

ではないか。 

 コウノトリや生物多様性を育む取

り組みの中で生産される農産物につ

いて、その理念や労力、ストーリーな

どを消費者に伝えることにより、農

産物の高付加価値化による農家所得

の向上を図るとともに、それらの農

産物を活用した商品開発につなげて

いく考えです。また、コウノトリをテ

ーマとした教育旅行誘致などによ

り、市内への来訪者増加につなげ、雲

南ファンの獲得や観光消費額向上な

どの効果を創出していく考えです。 

 また、巣塔が設置されている西小

学校では、コウノトリをテーマとし

た授業が継続されているほか、市民



等を対象とした自然観察会や体験イ

ベントなども定期的に開催してお

り、さらに市内全域に取り組みを広

げていく考えです。 

６ ③ 保護と生活・農業とのバランス 

コウノトリ保護の推進と、農業や地域住民の生活への

影響の調整が重要ではないか。 

被害が発生した場合の相談体制や支援策についても整

理が必要と考える。 

 コウノトリの保護、コウノトリと

の共生については、農業者をはじめ

地域住民の皆様のご理解とご協力な

くしては進めることはできないと考

えております。 

 コウノトリの営巣拡大等による影

響はもとより、コウノトリが営巣で

きる豊かな自然環境を維持し、生物

多様性を保全することは地域や住民

にとっても有益であり、必要不可欠

であることなどについて市民の皆様

に丁寧に説明し、対話を行いながら

進めていく考えです。 

７ ④ 財政面・継続性 

市の鳥指定に伴い、新たな予算や事業が発生する場合

は、費用対効果や長期的な運営方針を示してほしい。 

一過性ではなく、継続的に取り組める仕組みづくりが

求められる。 

 コウノトリと共生するまちづくり

は、長期的な視点で取り組む必要が

あるため、ビジョンやアクションプ

ランに基づく取り組みを一歩ずつ着

実に進めていく考えです。コウノト

リの保護、営巣拡大のための巣塔の

設置などについても、市として推進

方針を明確にしつつ、市民の皆様の

ご理解を得ながら進めて参ります。 

 また、事業推進にあたっては、費用

対効果等のバランスも考慮しなが

ら、共生のまちづくりに共感いただ

ける個人、団体等にふるさと納税や

クラウドファンディングへの協力を

お願いするなど、財源確保にも取り

組んでいく考えです。 

８ ⑤ 市民参加・共生の視点 

「共生のまちづくり」を進めるためには、市民が参加で

きる活動や情報発信の充実が重要ではないか。 

指定後の取り組みについて、市民意見を反映する仕組

みがあると望ましい。 

 コウノトリと共生するまちづくり

を進める上では、市民の皆様のご理

解とご協力が必要不可欠であるた

め、引き続き様々な媒体を活用しな

がら、市民の皆様への情報発信に努

める考えです。 

 また、これまでもコウノトリと共

生するまちづくりの推進に関わる市

民アンケートなどを実施しておりま

すが、今後もアンケート等による市

民意見の把握に努め、いただいた意

見を取り組みに反映していきます。 

 


